
看護における性差および女性患者・女性看護師との 
関わりに関する男性看護師の認識と実際 

 

 



目的 

 

 

 

 
 
 

     

男性：看護士 女性：看護婦 

2002年 看護師と名称変更 
 

 
男性看護師 女性看護師 

目的 
 男性看護師の看護における性差および女性患者や女性看護師
との関わりに対する認識とその実際を明らかにする。 

異性（女性患者や女性看護師）との関わりも多い。 

近年様々な看護領域に進出し、その役割も期待されている。 

臨床では 

2012年 
看護師全体の

6%程度 



方法 

対象 

 全国の150床以上の病院で、複数（2診療科以上）の診療科を有
する1,150施設の内、本研究に協力の得られた544施設に勤務する
男性看護師（准看護師を含む）8,539名。 
 

調査方法 

 平成24年12月～平成25年4月に無記名の選択式一部記述式の自
記式質問紙調査を実施し回収は、回答者本人による郵送法とした。 
 

分析方法 

 各項目（選択式回答）の無回答を除き、記述統計を行った。  
また、自由記述については、内容の類似性により分類した。 
 

倫理的配慮 

 研究代表者が所属する施設の倫理審査会の承認を得て実施した。 

 

 

  



結果 回答者の背景 

回答者 

3,713名（回収率43.5%）  

 

回答者の年齢と経験年数 

平均年齢 33.2±7.8歳 

平均臨床看護経験年数 

     9.54±7.4年目 

 

配属先 

最多、内科系病棟543名(14.6%) 

次いで、混合病棟542名(14.6%) 

 

  

北海道 

237名 

6.4% 

東北 

273名 

7.4% 

関東 

919名 

24.8% 

中部 

785名 

21.1% 

近畿 

617名 

16.6% 

中国 

258名 

6.9% 

四国 

183名 

4.9% 

九州 

沖縄 

423名 

11.4% 

不明 

18名 

0.5% 

n=3,713 
 

 

回答者の勤務施設の所在地 



結果 看護への看護師の性差の影響（性差が看護に影響するか？） 

  

思う 

1,383名 

37.5% 

やや思う 

1,620名 

43.9% 

どちらでも 

ない 

396名 

10.7% 

やや思わない 

212名 

5.7% 

思わない 

77名 

2.1% 

n=3,688 

 



結果 患者や家族への看護における男性看護師特有の役割 

  

6 

思う 

871名

23.7% 

やや 

思う  

927名

25.2% 

 

どちらで

もない 

1,373名

37.3% 

やや 

思わ 

ない 

372名

10.1% 

思わ 

ない 

138名

3.7% 

  
 

思う・やや思う 
 
・患者の不穏時や興奮時の抑制 
 

・小児領域での父親的存在 
 
・移動や移乗などの腕力が必要 
 な場面 
 
・男性患者の羞恥心を伴うケア  
 （陰部洗浄、導尿など） 
 
・ＭＥ機器の取り扱い など 

男性看護師の意見 一部抜粋 

n=3,681 

 

 



結果 女性患者の羞恥心を伴う看護以外で男性看護師であるために    

               患者や家族への看護において苦慮した経験 

  

         

苦慮経験 

あり  

1,244名 

33.8% 

苦慮経験 

なし 

2,439名 

66.２%    

 
 
・若い女性患者の身体に関する 
 問診 
 
・女性看護師を好む患者さんへ 
 の対応 
 
・男性看護師を嫌う患者さんへ 
 の対応 
 

・男性が看護職に就いているこ 
 とに偏見をもつ患者さんへの 
 対応 など 

男性看護師の意見 一部抜粋 

n=3,683 



結果 女性患者の羞恥心を伴う看護  

  

感じる 

1,174名 

31.8% 

やや 

感じる 

1,402名 

38.0% 

どちらで

もない 

450名 

12.2% 

あまり 

感じない 

427名 

11.6% 

感じない 

234名 

6.3% 

n=3,687 

いつも    

している 

1,474名 

39.8% 

時々 

している 

1,503名 

40.6% 

あまり 

していない 

450名 

12.2% 

して 

いない 

272名 

7.4% 

n=3,699 

女性患者の羞恥心を伴う看護を 
実施する際のためらい 

女性患者の羞恥心を伴う看護を 
実施する際の事前確認 



結果 女性患者の羞恥心を伴う看護  

  

よくある 

595名 

16.1% 

時々ある 

2,314名 

62.6% 

あまり 

ない 

584名 

15.8% 

ない 

206名 

5.6% 

n=3,699 
 

感じる 

246名 

7.6% 

やや感じる 

507名 

15.7% 

どちらでも 

ない 

498名 

15.4% あまり 

感じない 

942名 

29.1% 

感じない 

1,040名 

32.2% 

n=3,233 
 

女性患者の羞恥心を伴う看護を 
実施する際の拒否経験 

女性患者の羞恥心を伴う看護を 
拒否された際の無力感 



結果 女性看護師と仕事上の関係づくりにおける苦慮経験 

  

         

苦慮経験 

あり  

1,289名 

42.8% 

苦慮経験 

なし 

1,725名 

57.2%    

n=3,013 

  
 
・女性の話題に入れない 
 

・女性と男性の考え方の違いか 
 ら意見が合わない 
 

・根拠もなく「男だから」と言 
 われる 
 

・休憩中に居場所がない 
 

・仕事を頼みにくい 
 

・指導がセクハラととられない 
 か気を遣う 
 

・私生活のことを聞かれる  など 

男性看護師の意見 一部抜粋 



まとめ 

  

 

  

男性看護師 
特有の看護 

 
 

看護における 
性差を意識 

女性患者 
特に羞恥心を
伴う看護 

拒否 

女性看護師 
との関係 

異性 

苦慮 

男性看護師 

ためらい 

無力感は 
あまり感じていない 

同性の利点を認識か？ 
過去の拒否経験が影響か？ 

両者の特性を
理解する必要

がある 

事前確認 

性差の影響 


